
10月15日 

 
『第二の性』の著者、シモーヌ・ド・ボーヴォワール没後 

３０周年と フランソワーズ・エリチエの Masculin/Féminin  
日本語訳刊行を記念して 

14h00-16h30  

Simone de Beauvoir / Françoise Héritier 
  La domination masculine est encore  partout.  

2016年 

土 

ご予約 
お問い合わせ   

日仏会館 人文社会系セミナー 

Maison franco-japonaise  公益財団法人日仏会館      

   3-9-25, Ebisu, Shibuya-ku, Tokyo 150-0013 東京都渋谷区恵比寿3丁目9番25号 

   Tél 03-5424-1141 Fax 03-5424-1200 http://www.mfjtokyo.or.jp/  bjmfj@mfjtokyo.or.jp 

 

場所：日仏会館5階 501号室,  定員50名（日本語、入場無料） 
＊参加者把握のため、事前予約にご協力くださると幸いです 

主催：公益財団法人 日仏会館 
後援：立教大学文学部文学科フランス文学専修 
   日仏女性研究学会 

 男女平等がある程度進展し、女性の社会進出が歓迎されているように見える現代に
あっても、男性支配はいまだ普遍的である。このセミナーでは、その具体的な事例をあ
げつらうのではなく、何故そうなのかを問い、その根源を探ることにより、可能な解決
策について議論する。 
 F・エリチエ(1933～)はC.レヴィ=ストロースの後継者としてコレージュ・ド・フラ
ンスの教授に就任した構造主義の人類学者であるが、日本での本格的な紹介は本書(第Ⅰ
巻『差異の思考』・第Ⅱ巻『序列を解体する』、明石書店)が最初である。 

井上たか子(獨協大学名誉教授) 

男女の序列はどのようにして生じたのかについて、ボーヴォワールとエリチエの考
えに見られる共通点と相違点を紹介する。 

石田久仁子(翻訳家) 

身体の自己決定が女性解放の核心に位置づけられるのはなぜか。「妊娠能力の男性
による概念的剥奪」というエリチエの主張をてがかりに、日仏の女性の現状を考え
たい。 

横山安由美(立教大学文学部教授) 

エリチエによれば、男性支配は普遍的な現象である。人類学的観点から、男性支配
の具体例とその構築プロセスを各地の慣行や神話から説明する。 

 

男性支配はまだいたるところに存在する 

報告者 


